
一
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鎌
倉
市

は
じ
め
多
く
の
自
治
体
は
、
子
ど
も

の
貧
困
の
実
態
を
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
鎌
倉
市
の
就
学
援
助
費
の
支

給
は
、
今
年
度
1
8
0
0
人
を
超
え

15
％
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
安
穏
と
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

教
育
現
場
の
現
状
把
握
と
発
信
す
る

力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
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一般質問

　　　　　　バングラディシュ
でテロにより日本人 7 人が犠牲
となった。民生支援中心だった
日本が、集団的自衛権行使や武
器輸出に舵を切り、IS 攻撃の有
志連合に参加を表明した時点か
らテロの標的になったのだ。本
来、国は国民の生命と財産を守
るのが責務だが、首相は憲法を
改正して国防軍を持ち、さらな
る危険に踏み出そうとしてい
る。私たちは、わが身に迫る危
険にもっと敏感になるべきだ。
　　　　　　　　　　　（Ｃ.Ｍ）

　　北鎌倉トンネル
      　   　 問われる市長の判断
　鎌倉市は、昨年９月議会に北鎌倉駅脇のト
ンネルの開削経費を補正予算として提案しま
した。これに先立ち、市長は、㈶日本トンネ
ル技術協会による検証結果から、景観と安全
性の両立が難しいと判断し、開削を選択した
と説明しました。神奈川ネットは、協会によ
る安全対策の検証では第三者性が保たれてい
ないと指摘して、補正予算に反対しました。
しかし、市議会は、これを賛成多数で可決し
ました。
　今年５月、文化庁によるトンネルの現地視
察が行われ、鎌倉市は、当該尾根に文化財的
価値があるとした同庁から、市の文化財専門
委員以外の有識者による検討を求められまし
た。この経緯を踏まえ、市議会は、６月議会
において「北鎌倉隧道が所在する尾根の文化
財的価値の公正な検証を求める決議」（神奈
川ネット等９人の議員による提案）を可決さ
せました。市長が開削の決定を行った際には、
顧みられなかった文化財的価値が、検討の土
俵に乗った展開です。
　外部有識者を交えた文化財専門委員会は早
速７月８日に開催され、当該尾根の文化財的
価値について意見の一致を見ました。委員会
開催をひとつの手順と片付けてしまうことは
許されません。市長は、委員会の結果を受け
て慎重な判断するよう求められています。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

市議  三宅  まり

　

2
0
1
5
年
4
月
か
ら
、
生
活
困

窮
者
の
自
立
相
談
支
援
事
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
委
託
事
業
者
で
あ
る
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
か
な
が
わ

の
相
談
員
が
困
り
ご
と
の
相
談
に

乗
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、
総
務
省
の

労
働
力
調
査
に
よ
り
15
歳
以
上
の
完

全
失
業
率
か
ら
鎌
倉
市
の
対
象
者
は

5
0
0
0
人
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

1
年
間
の
相
談
件
数
は
1
9
5
件
で
、

対
象
者
の
3.5
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

1
9
5
人
の
相
談
経
路
の
多
く
は
、

市
の
福
祉
関
連
部
署
や
民
生
委
員
さ

ん
か
ら
で
す
。
学
校
と
の
連
携
に
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
10
月
か
ら
は
、
自
立
支
援
相

談
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
を
基
本
に
学
習
支
援

を
実
施
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
子
ど
も
の
貧
困
は
6
人
に

http:
//mmiyake.kanagawanet.jp/

　

貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
、
足
立

区
の
よ
う
に
学
校
の
協
力
を
得
て
、

食
生
活
・
歯
磨
き
習
慣
・
社
会
的
な

つ
な
が
り
等
の
質
問
項
目
に
よ
る

「
子
ど
も
の
健
康
・
生
活
実
態
調
査
」

の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

※

就
学
援
助
制
度

鎌
倉
市
立
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
子
ど

も
が
い
て
、
経
済
的
な
理
由
で
困
っ
て
い
る

世
帯
に
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
学
用
品
な

ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度

理
場
に
送
る
管
で

し
た
。
修
復
に
は

時
間
を
要
す
る
た

め
、
同
月
22
日
か

ら
消
毒
処
理
し
た

下
水
を
海
に
放
流

し
、
国
道
沿
い
の

歩
道
上
に
仮
設
管
を
敷
設
し
ま
し

た
。
5
月
27
日
に
は
海
へ
の
放
流
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
破

損
し
た
圧
送
管
の
本
復
旧
は
こ
れ
か

ら
で
す
。
既
設
管
を
補
強
す
る
の
か
、

海
岸
線
か
ら
少
し
離
れ
た
位
置
に
新

た
な
圧
送
管
を
埋
設
す
る
の
か
は
、

地
盤
等
の
状
況
を
調
査
し
た
上
で
の

　
　
全
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
地
域
連
携
担
当
者
を
配
置

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
を
提

案
し
て
き
ま
し
た
。
市
は
、全
セ
ン
タ
ー
に
国
が
定
め
た
3
職
種
（
保

健
師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
加
え
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
市
独
自
で
地
域
連
携
担
当
者

を
配
置
し
ま
し
た
。
地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
を
は
じ
め
、
地
域
の
サ

ロ
ン
づ
く
り
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　  

高
野
の
劣
悪
道
路
の
補
修

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
高
野
の
地
域
課
題
と
し
て
道
路

状
況
の
悪
さ
が
突
出
し
て
い
ま
し
た
。「
子
ど
も
が
転
ん
で
足
が
え

ぐ
れ
る
け
が
を
し
た
。
高
齢
者
が
転
ん
だ
。
子
ど
も
の
自
転
車
は

禁
止
し
て
い
る
。」
等
、多
数
の
住
民
か
ら
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

市
に
対
策
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
今
年
度
早
々
に
補
修
工
事
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

補
修
が
必
要
な
市
道
や
市
道
に
不
備

が
あ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合
は
、
下
記

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　　

　  

有
料
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
表
記
を
明
確
化

　

有
料
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
表
記
が
小
さ
く
わ
か

り
に
く
い
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
早
速
改
善
さ
れ
、
文
字
も
大
き
く
色
付
き

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
● 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
は

　 

　
　
　
　
　
　
議
会
で
政
策
提
案
し
て
い
き
ま
す

神奈川ネットの提案実現

その1

その2その3

http:
//hosake.kanagawanet.jp/

下
水
圧
送
管
破
損
で

　
　
海
へ
の
放
流

　

4
月
中
旬
、
国
道
1
3
4
号
線
に

面
し
た
稲
村
ガ
崎
の
崖
の
一
部
が
崩

落
し
、
地
中
に
空
洞
が
生
じ
て
、
下

水
の
圧
送
管
が
破
損
し
ま
し
た
。
こ

の
下
水
幹
線
は
、
鎌
倉
地
域
の
約
1

万
7
千
世
帯
の
下
水
を
七
里
ガ
浜
処

稲
村
ガ
崎
の
下
水
道
破
損
と
今
後
の
整
備

判
断
と
な
り
、
仮
設
管
敷
設
等
と
合

わ
せ
て
12
億
円
を
要
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
下
水
道
構
築
を

　

2
0
0
9
年
の
台
風
18
号
襲
来
時

に
は
、
七
里
ガ
浜
の
1
3
4
号
線
の

道
路
面
が
陥
没
す
る
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。
神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、
下
水
道

管
の
埋
設
位
置
が
海
岸
線
に
近
い
上

に
深
度
が
浅
い
た
め
、
地
盤
崩
落
等

の
発
生
時
に
破
損
し
て
、
下
水
の
海

へ
の
流
出
に
至
る
危
険
性
が
あ
る
と

指
摘
し
て
対
策
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
処
理
区
の
下
水
道
は
、

1
9
5
8
年
に
整
備
着
手
さ
れ
た
た

め
、
当
時
の
技
術
で
は
深
く
埋
設
で

き
ず
、
中
継
ポ
ン
プ
場
を
介
し
て
七

里
ガ
浜
処
理
場
に
送
水
し
て
い
ま
す
。

鎌
倉
市
は
、
老
朽
化
対
策
と
地
震
・

津
波
対
策
を
併
せ
て
行
う
「
持
続
型

下
水
道
幹
線
再
整
備
」
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
大
口
径
の
下
水
道
幹
線
を

大
深
度
に
埋
設
し
て
自
然
流
下
さ
せ
、

七
里
ガ
浜
を
除
く
6
ヵ
所
の
中
継
ポ

ン
プ
場
を
段
階
的
に
廃
止
す
る
も
の

で
、
２
０
３
４
年
の
完
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
老
朽
化
し
た
下
水
道
の

枝
線
網
の
補
修
更
新
は
現
在
進
行
形

で
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
圧
送
管
の

破
損
事
故
の
よ
う
な
緊
急
事
態
へ
の

対
応
も
あ
り
ま
す
。
市
の
施
策
全
体

を
見
る
と
、
ソ
フ
ト
事
業
重
視
の
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
下
水
道

等
イ
ン
フ
ラ
の
ハ
ー
ド
面
で
の
維
持

管
理
に
、
改
め
て
最
優
先
課
題
と
し

て
取
り
組
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市議  保坂  れい子

三宅まり
●介護保険サービス
●自治・町内会館について
保坂れい子
●公正で透明な市政運営
●地方創生の施策　●防災

■道路補修
作業センター
0467-46-8293
■けが
道水路管理課
市役所23-3000
内線　2389　
　　     2393

<2015年夏に行った神奈川ネットの市民アンケート調査から>

Topic

●自治・町内会館について

その他の
一般質問
項目


